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　　　C－69　　　　　　　　紗綾そり:､様について

　　　　　　　　　　　　大巻女子矩大被服　橋本千栄子

　目的合理主､藪社凌ヽにおいて、適去のもの左否定しようとt る傾向が羞じいなヵヽト

tｼ。占いｲ球詐ヽ息づ･ぎ,時にぼこれが表面に表われ、超進代的７形となってある雅の
浹ﾉ行乙生み出T事もい3ご｀いtある。このよう７現Ic。揉拠色検討する氏めに、最も身

近な服聯文様の分野Iこおいて、何等;りヽの京数的吏蘆a鳶し７いると希えられる紗綾夥
支様について検討しぷ;うとしHi.

　方砥左ぞ。一仰のもの色のぞいて. 吸物による考孝か･困紅でめる総め、俤文献i.
中･りとしてそ。弘的て工場ヵヽう考察をヵ口えた。

　結果紗綾の秀蒙・紗綾外交様の発生と■-万字文様ヒの斟わ原始欠様と児紋に肉レ

ては既に来学紀和6号に発表し叱。従つ７今卸よ絨と衰とその文様の釆湘についT述
べてInい。

　お代ヵヽら進也に至5 まT゛の織梁の推籾i3:.洛硝㈹の服装形鮭吸u-社会組飛び大い７

る影響£与えzいうと芳えられる。i: ・槌t中でｲ云､統的-it様ｔ、叱活お爽り、時代

ヵ､厦ることにi: っzいういろと｡消長の遥程＆径てきrヒ。L かしその時代の要iに適レ

↑z様焉と^ぷ-?Tｲ恥Mされていることが明^かで･ある。中国よりの舶載当初･ヱシンメト

'卜形式、充填構叛によV T始i､つ化砂鰻ﾀ文様t、やカワ同化してig既往を｡充脊に

剱ずレ- >茫間色丈様鴉成の中に取り入れるまで･急募しβ。これ1エ. 粉I)行（時づ七の波

削司化しりS巣より±.まれたものと推葉で7れ?>。しかし、当初のも喉構成色七乙しt-~

ものが地紋とこして現拓においてもその命脈を保って曼募し７いる。

　　　C－70　恢峨県" 庫吻　一声維埓功一

　　　　　　　　筏戴矢数希　　　呉賑きみヽ

　目的圧碑県・靖物・中v゛仏紋織物、しt躇･-.Q ，金券爵影大化吽㈱ゆ" ^を席っ還ヽ

､ﾔ゛、県、特産物tし-L 。石T つむ?"、I- f Mlち < *ヽら織谷、ヽ･^^乙f. r--綿織吻'--つり1

乙い馮ヽ<> i. ちと吼女t I 介片付寿い。r--。

　方塙　雙地こX吋る巾丿取・調曳s~£ 沁アり･づ、。よs iz.入調£ ? 恥ヽ心

　政策　副ぺ常膨風ヱ記･- s: ろり洽碑っ｛-トあ　八R ﾔ蓑略却岬μ%. 中'U｀に長啼申施

としりぶじ｀ふりをりt、平発有期噴･--tふ常色泡^々ツ、有現地零り各t&．ヽ'叛弓'h.3 ぷ

7 I- なっr--．T いこ♀斗殖覇八･常陸つむざとg- フノそ域μ碑つむぎい=曼名fし、

峰城中を‘'/U｀ヒい今0 まで｀う･1-つμ゛収-陶̂趾モI*こっ"T-い私名下フむs-･判綿綺物

z･｀し起原、ヽ･^，V 、を財りa k綿・支綺物でに'-- ,*|東に孫烈か二レ心考勿々･斬りr

'i吃申-(I,・人気衣'らっr--。し・ヽし部知3 ／Sb$ ぶソ辞叫っむ?･･、チフもぎ'≫■■ Lｺ,奎

尽無夥如tiltヽ綺知1-- 片息t *^3 とい彩響1うﾜｰ^奇蹟扮^ t /^氏　あ趾物耳／タ・
χ" 平フ心v+"・ヽを･主々となっTいる。倅考物･ふ原民･製糖tしzt町以斤ふ廸T"痘

傷口．z XヽA ^ Z 1/1た、と< ，リi)籾s.t ・木碑If &質優良f肩声X-みっ戸。し≪. t i

・､fce-かif.つもぎ亀。゛ヽゐらゆ5た^'優勢^-あっﾌﾐため哨漬しｔい-> た。f館t&オ/-- 臍i,

れた暗恥綿はﾖ一戸眸代。,み名/ｺﾉこ輪1政さ札一乙いμ、しかヽし咆･ｸ錆ﾀﾞﾄ幻綿秉V輸入I- d:

り擦花･･貧遥^t落､^ f'崔っX 乞ヅ奮ひit・民細淳～/夕今頃､りjr ／^ J-千反位･- grつ･xい
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